






 

〔目的〕 

 私達は昨年度より、筋ジスであり、かつまた知恵遅れである PMD 低 IQ 児の問

題行動について、音楽による心理療法によってどのように変化していくかとい

う課題にとりくんできた。 

 咋年度の音楽療法の場への適応を目ざしたのに続いて本年度は、音楽による

自己表現力の養成さらに実際の病棟における生活場面での変化を期待した。対

象児は表Ⅱのごとく 4人である。 


